
取 組 事 例 

（所定外労働削減・年休取得促進・多様な正社員・朝型の働き方・ 

テレワーク・仕事と家庭の両立） 

 

企業名：株式会社片桐製作所 所在地：上山市金谷字鼠谷地 1453 

社員数：170 名（本社及び山形事業所 230 名） 業種：自動車・同付属品製造業 

 

１ 取組の目的： 

 社員一人一人が安心して働ける職場を作るため、時間外労働の削減や平準化及び

年次有給休暇の積極的な取得の推進に取り組んでいる。 

 また、子育て世代や 65 歳以上の社員にも働きやすい環境を提供するため、多様

な働き方に対する取組も行っている。 

 

 

２ 取組の概要： 

○時間外労働時間の削減 

 ・ＩＴツールを利用した業務効率化の推進 

 ＳＥ（システムエンジニア）経験者新規雇用を平成 28 年 10 月１日に実施。

以降、社内メンバー２名をシステム要員として育成し、会社独自システムに

様々な改善を行い、各部署の業務効率化を推進。 

 ・多能工育成による時間外労働の平準化 

 各期開始時期（７月）における社員のスキルを「スキルマップ」により管理 

し、各期のスキル習得目標を各課で立案。半年後（12 月）及び期末（６月） 

時点において計画スキルの習得状況を集計するといった計画的な多能工育 

成を行い、業務量の増加が予測される部署に多能工を異動させる等により 

時間外労働の平準化に努めている。 

 ・時間外労働集計表の作成及び周知 

 月ごとに全社員の時間外就業集計表を作成し、月頭の会議において、全部署

課長・部長・全取締役に配布し、時間外労働が多い社員の周知及び各部署に

おける時間外労働の発生状況を共有している。 

○年次有給休暇の取得率向上に向けた取組 

 ・半日年休制度の導入 

  令和３年４月から新たに半日年休制度を整備し、運用を開始した。 

・会社独自システムによる管理 

  全社員の年休付与日（基準日）、保有日数、使用日数等の情報をシステムによ 



り一括管理。使用日数が少ない社員に対して積極的な使用を促している。また、 

毎年 10 月及び４月に半年間の年休使用状況を月頭会議において発表して各部 

署における取得状況を共有し、意識高揚を図っている。 

〇多様な働き方に対する取組 

 ・シニア社員の活用 

  65 歳までの嘱託雇用期間を満了した社員の中で、必要なスキルを有する社員

については「シニア社員」として本人の生活スタイルに合わせた雇用契約を締

結し、引き続き社内で活躍できる場を提供している。 

 ・育児短時間勤務制度の拡充 

  子育て世代が勤務しやすい職場環境を提供するため、育児短時間勤務制度にお 

ける就業時間のパターンを追加するとともに、当該制度を活用できる対象者の 

範囲を小学校４年就学の始期に達するまでの子を養育する社員に拡大してい 

る。 

 ・治療と仕事の両立支援のための短時間勤務制度の導入 

  令和３年９月１日に、大病を抱える社員も安心して働ける場を提供するため、 

新たな短時間勤務制度を導入した。 

〇その他の取組 

 ・リフレッシュ休暇制度 

  勤続年数に応じた特別休暇（リフレッシュ休暇）を付与し、ワークライフバラ 

ンスの拡充を図っている。 

 

３ 取組の効果と現状： 

○時間外労働の削減 

 平成 30 年 平均約 29 時間 → 令和３年(９月末現在) 平均約 26 時間 

月 80 時間超の社員数 平成 30 年 月最大 18 人→令和３年 月最大４人  

○年次有給休暇の積極的な取得 

 平成 30 年 取得率 33.8％ → 令和２年 取得率 40.8％ 

 

４ 今後の取組：  

・時間外労働削減のため上記の取組を引き続き実施していくとともに、各部門の

管理者と毎月の損益計算書を共有する等により時間外労働の削減が全社的に取

り組むべき課題であることの認識の統一を図る。 

・安心して働ける職場環境作りの一環として、60 歳未満の有期契約臨時社員全員

の正社員登用を行うとともに、今後採用する中途採用者は全員正社員として雇

用する予定である。 


